
八
月
二
十
三
日
、
東
京
の

星
陵
会
館
で
第
一
回
実
行
委

員
会
が
開
催
さ
れ
、
今
年
の

全
国
労
働
者
総
決
起
集
会
を

十
一
月
一
日
に
開
催
す
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
も
う
す
で
に
数
波

の
ゼ
ネ
ス
ト
を
闘
う
韓
国
の

民
主
労
総
や
、
ア
メ
リ
カ
、

ド
イ
ツ
に
加
え
て
ト
ル
コ
の

労
働
組
合
か
ら
も
参
加
が
表

明
さ
れ
て
い
る
事
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

呼
び
か
け
三
組
合
と
国
鉄

闘
争
全
国
運
動
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
、
六
月
三
〇
日
に
出
さ

れ
た
動
労
千
葉
鉄
建
公
団
訴

訟
の
最
高
裁
上
告
棄
却
判
決

に
触
れ
、
こ
れ
を
絶
対
に
許

さ
な
い
と
い
う
怒
り
と
、
同

時
に
国
家
的
不
当
労
働
行
為

を
認
定
さ
せ
た
こ
と
の
勝
利

性
を
確
認
し
ま
し
た
。

十
一
月
労
働
者
集
会
は
、

一
九
九
八
年
の
東
京
地
裁
に

よ
る
全
国
の
労
働
委
員
会
命

令
を
取
り
消
し
た
反
動
判
決

に
対
し
て
、
こ
ん
な
こ
と
を

許
し
た
ら
民
間
の
争
議
が
闘

え
な
く
な
る
危
機
感
か
ら
出

発
し
ま
し
た
。
そ
し
て
国
鉄

闘
争
の
火
を
消
し
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
共
通
の
認
識
が
、

二
〇
一
〇
年
の
一
括
和
解
を

乗
り
越
え
て
解
雇
撤
回
闘
争

を
守
り
抜
い
て
、
つ
い
に
最

高
裁
に
お
い
て
国
家
的
不
当

労
働
行
為
を
認
定
さ
せ
た
の

で
す
。
こ
の
意
義
は
計
り
知

れ
ま
せ
ん
。

新
自
由
主
義
の
出
発
点
と

言
わ
れ
、
今
日
の
民
営
化
・

外
注
化
・
非
正
規
職
化
の
一

切
の
出
発
点
と
な
っ
た
の
が

国
鉄
分
割
・
民
営
化
で
し
た
。

闘
い
は
こ
こ
か
ら
で
す
。

労
働
組
合
を
甦
ら
せ
、
国
際

連
帯
を
強
化
し
て
、
安
倍
政

権
を
打
倒
し
、
戦
争
を
止
め

よ
う
！
十
一
月
一
日
、
東
京
・

日
比
谷
野
音
に
結
集
し
よ
う
！

昌
一
金
属
支
部

Ｋ

第２５１号 ２０１５年１０月１０日 団結こそ命、闘争こそ力

組織を強化拡大し、階級的労働運動の発展をめざそう！

( １１ )

十
一
・一
全
国
労
働
者
総
決
起
集
会

全
国
・
全
世
界
の
労
働
者
と
団
結
し
よ
う
！


